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参加人数は

1,200名を
超えました。

静岡県老人保健施設協会事務局
介護老人保健施設　ヒューマンライフ富士 内
TEL〈0545〉36-0511　FAX〈0545〉36-2677

第10回東海・北陸ブロック老健大会　大会会長　中島　一彦

ご  挨  拶

謹　

啓

　

初
夏
の
候
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
運
営
に
対
し
て
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
６
月
12
日
（
木
）・
13
日
（
金
）
に
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松
に
お
い
て
開
催

い
た
し
ま
し
た
第
10
回
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
老
健
大
会
に
お
き
ま
し
て
は
、

御
公
務
御
多
忙
の
と
こ
ろ
大
会
に
参
加
を
賜
り
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
参
加
人
数
は
ス
タ
ッ
フ
含
め
１
２
０
０
名
を
超
え
、
無
事

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
初
の
試
み
と
し
て
医
療
・
福
祉
機
器
展
、

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
等
、
全
国
大
会
に
近
い
そ
の
雰
囲
気
を
感
じ
ら
れ
、「
参
加

し
て
良
か
っ
た
」「
大
変
役
に
立
っ
た
」
等
た
く
さ
ん
の
声
が
あ
が
り
、
介
護
老
人

保
健
施
設
職
員
の
相
互
研
鑚
と
情
報
交
換
の
場
を
提
供
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
も
一
重
に
、
皆
様
の
お
力
添
え
に
よ
る
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

略
儀
な
が
ら
、
本
誌
に
て
第
10
回
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
老
健
大
会
終
了
の

ご
報
告
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
協
会
の
活
動
に
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
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健
康
寿
命
の
引
き
上
げ
を
目
指
し
て

　

６
月
12
日（
木
）13
日（
金
）の
２
日
間
に
わ
た
り
、
静
岡
県

浜
松
市
の
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松
を
会
場
に
、
第
10
回
東
海
・
北

陸
ブ
ロ
ッ
ク
老
健
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
式
が
執
り
行
わ
れ
る
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
の
壇
上
で
は
、

開
会
に
先
立
ち
、
静
岡
県
西
部
を
中
心
に
活
動
を
行
う
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
・
ム
ジ
ー
ク
弦
楽
合
奏
団
に
よ
る
室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
が
催

さ
れ
、
会
場
は
落
ち
着
い
た
な
か
に
も
ど
こ
か
華
や
い
だ
雰
囲
気

に
包
ま
れ
た
。

　

演
奏
が
終
了
し
て
開
会
式
が
始
ま
る
と
、
冒
頭
に
中
島
一
彦

大
会
会
長
の
開
会
宣
言
。
続
い
て
全
国
老
人
保
健
施
設
協
会
の

木
川
田
典
彌
会
長
が
挨
拶
。

　
「
諸
外
国
に
例
を
み
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
行
す
る
日

本
に
お
い
て
介
護
保
険
が
始
ま
っ
て
14
年
。
先
般
は
医
療
と
介
護

の
一
体
改
革
で
地
域
包
括
ケ
ア
づ
く
り
を
本
格
化
さ
せ
よ
う
と

い
う
一
括
法
案
が
衆
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
採
決
さ
れ
た
ば
か

り
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
勢
の
中
、
本
大
会
が
健
康
寿
命
日
本
一
、
つ

ま
り
元
気
な
お
年
寄
り
が
多
い
静
岡
県
浜
松
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
と
も
に
大
き
な
期
待
を
担
い
つ
つ
、
高
齢
者
の

保
健
医
療
の
向
上
お
よ
び
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。」

　

来
賓
の
紹
介
で
は
、
浜
松
副
市
長
・
出
世
大
名
家
康

く
ん
も
列
席
し
、
本
大
会
は
大
き
な
拍
手
と
と
も
に
２
日
間
の

幕
を
開
け
た
。

国際コンベンションから少人数会議まで対応
浜松市のランドマーク「アクトシティ浜松」

第10回 東海・北陸ブロック老健大会
浜松 アクトシティ

アクトシティ浜松は、浜松市と民間が一体となった複合施設。地上４５階、高さ212.77mのアクトタワーは、
オフィス、ホテル、ショッピング･レストランモールを備えた、街のシンボル的存在。
日本初の四面舞台を持つ多目的大ホール、コンサート機能とコンベンション機能を融合させた中ホール、
見本市・展示会などの催事に活用可能な展示イベントホール、
多様な会議に対応するコングレスセンターや研修交流センターなどを擁する。
また、公立では全国初となる楽器専門博物館を併設。
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森岡　久尚（もりおか  ひさよし）  厚生労働省老健局老人保健課課長補佐兼データ分析室長 
１９９９年徳島大学医学部医学科卒業、博士（医学）。徳島大学医学部附属病院にて研修後、厚生省（当時） 入省。厚生労働省雇用均等・児童家
庭局母 子保健課長補佐、障害保健福祉部企画課長補佐、医薬食品局審査管理課長補佐、三重県健康福祉部医療政策監、米国国立衛生研究
所（NIH）客員研究員等を経て、２０１４年４月より現職。

森岡  久尚プロフィール

　

老
後
も
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
そ
の
周
辺
で
暮
ら
し
た
い
と

の
声
を
反
映
し
、「
地
域
包
括
ケ
ア
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

体
制
の
在
り
方
」
が
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
ま
い
を
中
心
に

据
え
た
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
、「
医
療
と
の
連
携

強
化
」「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化
」「
予
防
の
推
進
」

「
多
様
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
や
権
利
擁
護
」「
高
齢

者
住
ま
い
の
整
備
」
の
五
つ
の
視
点
に
よ
る
取
り
組
み
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
多
職
種
が
連
携
で
き
る
体
制
の
構
築
と
、
実
施

拠
点
と
な
る
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
ま
た
診
療
報
酬･

介
護
報
酬
の
面
で
も
在
宅
医
療
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
は
、
在
宅
復
帰

を
評
価
基
準
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
評
価
に
つ
い
て
も
、
ま
す
ま
す

医
療
と
介
護
の
連
携
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
案
の

趣
旨
は
、「
質
の
高
い
医
療
体
制
の
構
築
」
と
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
で
す
。

　

医
療
の
分
野
で
は
「
病
床
機
能
報
告
制
度
」
と
「
地
域

医
療
構
想
の
策
定
」
を
推
進
し
、
医
療
機
関
に
よ
る
自
主
的

な
機
能
分
化･

連
携
を
図
り
ま
す
。
ま
た
地
域
医
療
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
医
師
の
地
域
偏
在
の
解
消
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
医
学
部
入
学
定
員
は
過
去
最
大

規
模
に
増
加
し
て
お
り
、
数
年
後
医
師
不
足
は
徐
々
に
緩
和

さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
看
護
職
員
の
確
保
も
同
じ
く
重
要
で

あ
り
、潜
在
看
護
師
の
活
用
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
の
分
野
で
は
、
新
し
い
地
域
支
援
事
業
の
全
体
像
と

し
て
、
介
護
予
防
給
付
の
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
を
地
域

支
援
事
業
に
移
行
し
ま
す
。
介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て
も
新

し
い
事
業
に
組
み
替
え
る
ほ
か
、
大
き
な
動
き
と
し
て
は
、

包
括
的
支
援
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
に
在
宅
医
療･

介
護
連
携
の

推
進
、
認
知
症
施
策
の
推
進
が
加
わ
る
こ
と
が
改
正
点
と
し

て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
介
護
予
防
給
付
を
見
直
し
市
町

村
の
設
定
す
る
単
価
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
費
用
の

効
率
化
を
図
る
こ
と
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
重
点
化
、

低
所
得
者
の
一
号
保
険
料
の
軽
減
強
化
、
新
た
な
財
政
支

援
制
度
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
が
一
層
重
要
と
な
る
中
、

在
宅
復
帰
や
在
宅
療
養
支
援
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
老
健

施
設
の
方
々
に
お
い
て
も
、
そ
の
連
携
に
つ
い
て
特
に
意
識
し

て
お
仕
事
に
従
事
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

老
健
自
体
の
取
り
組
み
の
報
酬
上
の
改
訂
に
つ
い
て
は
、

介
護
保
険
給
付
分
科
会
に
て
議
論
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第10回
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通
所
リ
ハ
ビ
リ
で
の
個
別
リ
ハ
ビ
リ
は
時
間

に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
生
活
場
面
で
も
リ
ハ
ビ

リ
を
取
り
入
れ
る
べ
く
、
個
別
リ
ハ
ビ
リ
以
外

の
時
間
に
着
目
し
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
か
ら
介
護
職

員
ま
で
他
職
種
協
働
に
よ
る
自
主
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
指
導
の
方
法
に
つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。

　

介
護
職
員
が
リ
ハ
ケ
ア
認
定
研
修
に
参

加
。
そ
の
報
告
を
踏
ま
え
、
セ
ラ
ピ
ス
ト

が
行
っ
て
い
る
リ
ハ
ビ
リ
の
一
部
を
リ
ハ
ケ

ア
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

セ
ラ
ピ
ス
ト
か
ら
注
意
点
を
リ
ハ
ケ
ア
に

説
明
し
、
歩
行
訓
練
や
立
ち
上
が
り
動

作
を
中
心
に
関
わ
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
か
ら
は
「
誰
と
一
緒
に
歩
く
か

楽
し
み
」「
空
い
て
い
る
時
間
に
歩
行
訓
練

で
き
る
の
が
良
い
」
等
、
自
主
的
に
歩
行

訓
練
等
に
取
り
組
む
姿
勢
が
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
リ
ハ
ケ
ア
か
ら

は
「
一
人
一
人
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
を
よ
り
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
た
」
等
の
感
想
を
得
ま
し
た
。

一
方
、
利
用
者
に
対
す
る
対
応
方
法
の
統

一
化
が
図
れ
て
い
な
い
等
、
職
員
間
の
情
報

共
有
不
足
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

職
員
間
の
伝
達
方
法
改
善
と
、
セ
ラ
ピ
ス
ト

か
ら
の
効
果
の
検
証
が
今
後
の
課
題
で
す
。

　

離
床
時
の
座
位
姿
勢
が
崩
れ
る
こ
と

で
、
脊
柱
の
変
形
や
身
体
バ
ラ
ン
ス
の
崩

れ
、
食
べ
こ
ぼ
し
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影

響
が
及
ぶ
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

傾
き
に
よ
り
無
意
識
に
筋
肉
が
働
く
こ
と

で
疲
労
感
や
痛
み
を
発
生
さ
せ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
予
防
・
改
善
し
、

良
い
姿
勢
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
身
体
的
・
精
神
的
に
安
寧
な
状
態

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
骨
盤
の
ね
じ
れ
が
生
じ

な
い
よ
う
に
臥
床
姿
勢
を
統
一
し
、
体

位
変
換
を
実
施
。
結
果
と
し
て
座
位
姿

勢
が
改
善
し
、
夜
間
の
様
子
、Ａ
Ｄ
Ｌ
に

お
い
て
も
良
い
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

姿
勢
が
正
中
位
に
近
づ
い
た
こ
と
で
、
体

幹
の
余
計
な
緊
張
が
落
ち
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
状
態
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
以
前
ま
で
拒
否
を
し
て
い

た
理
由
が
、
傾
き
か
ら
く
る
身
体
の
違

和
感
（
痛
み
等
）
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
可

能
性
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
拒

否
が
減
少
し
協
力
動
作
が
得
ら
れ
る
こ
と

で
、
職
員
、
本
症
例
と
も
に
安
心
し
た

関
わ
り
が
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

急
激
な
レ
ベ
ル
低
下
で
在
宅
介
護
が
困

難
と
な
り
緊
急
入
所
に
至
っ
た
利
用
者
様

の
以
前
の
笑
顔
を
取
り
戻
そ
う
と
多
職

種
で
取
り
組
ん
だ
事
例
で
す
。

　

利
用
者
様
は
要
介
護
度
５
、90
歳
、

男
性
。
当
施
設
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
を
利
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
介
護
者
で
あ
る
奥

様
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
何
事
に
も
意
欲

を
失
っ
て
し
ま
わ
れ
た
様
子
で
し
た
。
立

位
や
ト
イ
レ
動
作
が
困
難
と
な
り
緊
急
入

所
。
入
所
時
は
体
幹
の
左
傾
斜
が
ひ
ど

く
、
発
語
は
聞
き
取
れ
ず
、
嚥
下
状
態

不
良
で
し
た
。
入
所
前
に
転
倒
事
故
が

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
。
左
硬
膜
下
血
腫
と

の
診
断
が
下
り
、
施
術
後
、
再
入
所
さ

れ
ま
し
た
。

　

再
入
所
時
は
、
筋
緊
張
・
腱
反
射
亢

進
・
被
動
性
抵
抗
、
自
発
性
の
低
下
も

見
ら
れ
覚
醒
状
態
不
良
。
よ
り
良
い
嚥

下
状
態
の
向
上
を
促
す
た
め
ア
イ
ス
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
開
始
し
ま
し
た
。
右
手
で
の

食
事
摂
取
が
困
難
な
た
め
、
自
助
具
で

左
手
で
の
自
力
摂
取
が
し
や
す
い
よ
う
、

副
食
を
キ
ザ
ミ
か
ら
一
口
大
へ
、
主
食

も
米
飯
か
ら
お
に
ぎ
り
へ
変
更
。
両
腕
を

顎
近
く
ま
で
挙
げ
る
訓
練
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

リ
ハ
ビ
リ
・
レ
ク
や
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
声

掛
け
等
々
、
励
ま
す
こ
と
で
徐
々
に
食
事

の
自
力
摂
取
量
は
増
え
て
き
ま
し
た
。

自
ら
ス
プ
ー
ン
を
持
ち
、
自
分
の
食
べ
た

い
も
の
を
選
び
、
す
く
い
、
口
に
運
ぶ
姿

か
ら
は
、
は
っ
き
り
と
食
べ
る
意
思
を
感

じ
ま
し
た
。

　

生
き
る
意
欲
が
乏
し
く
な
っ
た
利
用
者

様
に
つ
い
て
、
利
用
者
に
寄
り
添
う
こ
と

と
は
何
か
と
ス
タ
ッ
フ
総
じ
て
問
い
か
け
な

が
ら
、
生
活
の
質
の
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
加
齢
に
伴

う
衰
弱
を
き
た
し
施
設
で
最
後
を
迎
え

る
利
用
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

家
族
は
施
設
で
の
看
取
り
ケ
ア
を
選
択
し

た
こ
と
に
後
悔
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
、
ケ

ア
に
不
満
や
要
望
な
ど
な
い
の
だ
ろ
う
か

と
感
じ
、
看
取
り
ケ
ア
を
行
っ
た
利
用
者

家
族
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

対
象
と
し
た
４
症
例
は
90
歳
代
。
要
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演題発表

チ
ー
ム
ケ
ア
関
連 

﹇
第
1
部
﹈

〜
多
職
種
連
携
に
よ
り
生
活
意
欲
を
高
め
る
取
組
み
〜

静
岡
県

介
護
老
人
保
健
施
設

サ
ン
静
浦

﹇
介
護
福
祉
士
﹈

久
保
田 

有
希

あ
の
頃
の
よ
う
に

食
べ
て
欲
し
い

チ
ー
ム
ケ
ア
関
連 

﹇
第
1
部
﹈

静
岡
県

介
護
老
人
保
健
施
設 

あ
す
な
ろ

﹇
作
業
療
法
士
﹈

髙
杉 

雄
太

み
ん
な
で
取
り
組
も
う

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

チ
ー
ム
ケ
ア
関
連 

﹇
第
1
部
﹈

〜
フ
ロ
ア
と
の
連
携
に
よ
る
効
果
〜

静
岡
県

介
護
老
人
保
健
施
設

入
野
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

﹇
作
業
療
法
士
﹈

松
本 

清
誉

ベ
ッ
ド
臥
床
姿
勢
が
離
床
時
の

座
位
に
与
え
る
影
響

医
療
と
看
護
介
護 

﹇
第
2
部
﹈

静
岡
県

介
護
老
人
保
健
施
設

き
よ
み
の
里

﹇
看
護
師
﹈

西
山 

智
子

看
取
り
ケ
ア
に
お
け
る

家
族
の
思
い
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医
療
と
看
護
介
護 

﹇
第
2
部
﹈

静
岡
県

介
護
老
人
保
健
施
設

西
山
ウ
エ
ル
ケ
ア

﹇
看
護
師
﹈

坂
井 

方
美

微
笑
み
の
旅
立
ち

「
エ
ン
ゼ
ル
メ
イ
ク
」

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

﹇
第
3
部
﹈

〜
新
し
い
共
通
言
語
を
使
っ
て
〜

静
岡
県 

介
護
老
人
保
健
施
設 

ハ
イ
マ
ー
ト
有
玉

﹇
理
学
療
法
士
﹈

鈴
木 
康
祐

Ｉ
Ｃ
Ｆ
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
の

活
用

医
療
と
看
護
介
護 

﹇
第
2
部
﹈

〜
安
心
し
て
最
期
を
迎
え
ら
れ
た
馴
染
み
の
場
所
〜

静
岡
県

介
護
老
人
保
健
施
設

梅
名
の
里

﹇
介
護
支
援
専
門
員
﹈

谷
本 

明
美

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
目
的
と
し
た

老
健
施
設
へ
の
入
所

介
護
状
態
に
な
っ
て
か
ら
数
年
が
経
過
し

て
お
り
、
終
末
に
対
す
る
覚
悟
は
で
き
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

家
族
に
と
っ
て
そ
れ
は
、
つ
ら
く
悲
し
い

も
の
で
し
た
。

　

改
善
し
て
ほ
し
い
対
応
と
し
て
は
、

「
食
事
ケ
ア
は
あ
り
が
た
い
反
面
、
も
っ

た
い
な
い
と
も
感
じ
た
。」
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
ら

食
事
提
供
は
中
止
し
、
水
を
含
ん
だ
ガ
ー

ゼ
で
口
を
湿
ら
せ
な
が
ら
そ
ば
に
寄
り
添

う
。
そ
の
方
が
苦
痛
な
く
安
ら
か
な
最

期
を
迎
え
る
に
は
良
い
の
で
は
な
い
か
と
、

看
取
り
ケ
ア
を
考
え
直
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

最
期
の
時
を
予
測
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
家
族
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
看
取
り

ケ
ア
で
す
。
状
況
の
把
握
に
努
め
、
今

後
起
こ
り
う
る
状
態
変
化
を
説
明
し
た

上
で
、
対
応
方
法
を
家
族
に
選
択
し
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

Ａ
氏
（
女
性
、
要
介
護
度
１
）
は
10

年
間
、
当
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
。

徐
々
に
Ａ
Ｄ
Ｌ
が
低
下
し
、
入
所
１
カ

月
前
よ
り
食
欲
不
振
と
な
り
、
入
院
治

療
の
必
要
性
な
し
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
全
般
に
介
助
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
が
、
夫
一
人
で
は
介
護
困
難
。
施
設

で
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
目
的
と
し
た
入
所
を

受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

入
所
後
は
、
口
腔
内
の
不
快
を
解
決

す
る
ケ
ア
を
は
じ
め
、
褥
瘡
予
防
・
保

清
等
の
ケ
ア
を
実
施
。
毎
日
面
会
が
あ

り
、
会
話
の
中
か
ら
時
折
笑
顔
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
入
所
し
７
日
後
に
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。

　

老
健
施
設
は
医
療
機
関
で
は
な
い
の

で
積
極
的
な
治
療
や
延
命
は
行
い
ま
せ

ん
。
今
回
Ａ
氏
の
場
合
は
、
本
人
宅
が

近
隣
で
利
便
性
が
良
い
こ
と
、
長
年
当

施
設
を
利
用
し
て
い
て
信
頼
を
得
て
い

た
こ
と
、
医
師
・
看
護
師
・
介
護
士
の

専
門
職
が
揃
っ
て
い
て
安
心
感
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
支
援
は
専
門
職
に
任
せ
、

家
族
は
終
末
へ
の
準
備
に
専
念
で
き
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

入
所
施
設
と
し
て
は
、
本
人
の
生
活

背
景
等
を
把
握
し
て
い
た
こ
と
、
積
極

的
な
治
療
を
望
ま
な
い
家
族
の
意
向
が

確
認
で
き
た
こ
と
で
、
可
能
な
ケ
ア
を

具
体
的
に
説
明
で
き
、
理
解
を
得
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
在
宅

生
活
支
援
の
終
焉
を
支
え
る
機
能
の

一
つ
と
し
て
、
老
健
入
所
は
大
き
な
役

割
を
持
て
る
と
考
え
ま
す
。

　

　

当
施
設
で
も
看
取
り
を
経
験
す
る
職

員
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
エ
ン
ゼ
ル
ケ
ア
・

エ
ン
ゼ
ル
メ
イ
ク
に
関
し
て
職
員
間
で
話

し
合
う
機
会
が
少
な
く
、
不
透
明
で
不

統
一
な
ケ
ア
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
思

わ
れ
、
ケ
ア
の
充
実
を
図
る
べ
く
職
員

の
認
識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

職
員
は
エ
ン
ゼ
ル
メ
イ
ク
を
行
う
に
あ

た
り
、
自
然
さ
、
血
色
を
良
く
と
心
掛

け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
常
的
な
化

粧
と
の
違
い
が
分
か
ら
ず
、
方
法
に
戸

惑
い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
研
修

会
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
エ
ン
ゼ
ル
メ
イ

ク
は
遺
体
変
化
を
予
測
し
、
生
前
の
面

影
を
取
り
戻
す
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と

学
び
ま
し
た
。
職
員
が
メ
イ
ク
に
自
信

を
持
て
れ
ば
、
家
族
が
ご
遺
体
に
関
わ

る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
は
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
何
よ
り
ご
家
族
に
と
っ
て
肉
親
の

死
を
受
け
入
れ
や
す
い
状
況
を
作
る
こ

と
が
、
エ
ン
ゼ
ル
メ
イ
ク
の
目
的
で
あ
る

と
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

当
法
人
が
開
発
し
た
「
生
活
機
能
の

記
録
」
を
使
い
、
利
用
者
の
３
カ
月
ご
と

の
経
過
を
グ
ラ
フ
等
で
あ
ら
わ
し
、
検
証

し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
対
象
者
を
「
認
知

症
専
門
棟
」と「
一
般
棟
」の
二
つ
に
分
け
、

そ
の
変
化
の
違
い
を
比
較
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
老
健
入
所
者
に
は
経
時
的

に
６
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。 

①
予
想
型
：
３
カ
月
の
短
期
集
中

リ
ハ
ビ
リ
期
間
は
良
く
な
る
が
、
そ
の
後
は

維
持
か
徐
々
に
低
下
。 

②
波
増
型
：
大
き

く
変
化
し
な
が
ら
良
く
な
っ
て
い
く
。 

③
漸

増
型
：
少
し
ず
つ
良
く
な
っ
て
く
る
。 

④

維
持
型
：
同
じ
レ
ベ
ル
で
経
過
す
る
。
機

能
が
保
た
れ
て
い
る
。 

⑤
漸
減
型
：
少
し

ず
つ
悪
く
な
っ
て
い
る
。 

⑥
波
減
型
：
大
き

く
変
化
し
な
が
ら
悪
く
な
っ
て
い
く
。

　

全
体
の
40
％
以
上
を
占
め
る
「
維
持

型
」
を
中
心
に
、一
般
棟
で
は
生
活
機
能

が
向
上
し
て
い
く
利
用
者
の
割
合
が
多

く
、
認
知
症
専
門
棟
で
は
降
下
し
て
い
く

割
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
専

門
棟
で
は
生
活
機
能
の
ほ
か
、「
環
境
因

子
」「
個
人
因
子
」
な
ど
の
領
域
に
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
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リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

﹇
第
3
部
﹈

〜
意
味
記
憶
障
害
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
チ
ー
ム
で
考
え
る
〜

静
岡
県 

介
護
老
人
保
健
施
設 

富
士
中
央
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

﹇
作
業
療
法
士
﹈

内
田 

憲
宏

認
知
症
高
齢
者
の

Ａ
Ｄ
Ｌ
を
支
え
よ
う

業
務
改
善
と
効
率
化 

﹇
第
4
部
﹈

〜
統
一
し
た
適
切
な
ケ
ア
を
目
指
し
て
〜

静
岡
県 

介
護
老
人
保
健
施
設 

新
富
士
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

﹇
介
護
福
祉
士
﹈

杉
山 

綾
香

チ
ー
ム
会
を
通
し
て
入
所
者
の

情
報
の
共
有
を
図
る

業
務
改
善
と
効
率
化 

﹇
第
4
部
﹈

〜
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
見
え
て
き
た
課
題
〜

静
岡
県 

介
護
老
人
保
健
施
設 

神
子
の
園

﹇
介
護
福
祉
士
﹈

村
松 

大
輔

プ
リ
セ
プ
タ
ー
シ
ッ
プ

導
入
を
試
み
て

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

﹇
第
3
部
﹈

〜
疼
痛
軽
減
ア
プ
ロ
ー
チ
に
て
活
動
意
欲
向
上
へ
〜

静
岡
県

介
護
老
人
保
健
施
設 

こ
み
に

﹇
理
学
療
法
士
﹈

前
田 

愛
美

も
う
一
度

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
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慢
性
的
な
肩
と
膝
の
痛
み
に
よ
り
活
動

意
欲
が
低
下
し
た
入
所
者
に
対
す
る
、
機

能
訓
練
課
で
の
取
り
組
み
内
容
を
報
告
し

ま
す
。

　

対
象
者
は
90
代
、要
介
護
度
４
、女
性
。

右
肩
・
両
膝
の
疼
痛
軽
減
を
目
標
に
週

４
回
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
。
入
所
１
カ
月
経

過
頃
か
ら
徐
々
に
右
肩
の
痛
み
が
軽
減
傾

向
と
な
り
、
自
動
運
動
の
促
し
や
見
守
り

で
の
歩
行
練
習
が
可
能
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。「
一
人
で
服
を
着
ら
れ
た
」「
少
し
だ

け
右
手
で
食
べ
ら
れ
た
」
な
ど
笑
顔
で
話

す
機
会
も
増
え
ま
し
た
。
２
カ
月
頃
か
ら

車
椅
子
自
走
の
促
し
も
可
能
と
な
り
、

日
中
は
居
室
ベ
ッ
ド
か
ら
ホ
ー
ル
ま
で
の
移

乗
・
移
動
は
自
立
対
応
と
な
り
ま
し
た
。

　

入
所
者
は
長
期
間
の
臥
床
生
活
に
よ
る

身
体
機
能
低
下
や
、
動
作
時
に
肩
の
痛
み

が
強
く
な
る
こ
と
が
恐
怖
心
と
な
り
、
自
発

的
に
動
く
意
欲
を
低
下
さ
せ
て
い
る
と
推
察

さ
れ
ま
し
た
。
本
人
が
嫌
が
る
動
作
を
要
求

せ
ず
、
痛
み
が
軽
減
し
た
と
こ
ろ
で
「
動
か

せ
る
」
と
い
う
体
験
を
少
し
ず
つ
繰
り
返
し

た
こ
と
が
自
信
と
な
り
、 

Ａ
Ｄ
Ｌ
を
向
上
さ
せ

る
意
欲
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
れ
ら
れ
ま
す
。

　

意
味
記
憶
障
害
を
伴
う
利
用
者
T
氏

に
対
し
、
代
償
能
力
と
し
て
手
続
き
記

憶
を
利
用
し
た
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
向
上
を
目
指
し

た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
多
職
種
協
働
で
実
施
し

ま
し
た
。

　
「
か
ぶ
り
着
」
の
更
衣
動
作
に
焦
点
を

当
て
、
動
作
を
６
工
程
に
設
定
。
エ
ラ
ー

が
起
き
た
と
き
、
起
き
そ
う
な
と
き
は
そ

の
場
で
訂
正
し
、
正
答
の
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク

を
行
い
ま
し
た
。
最
小
限
の
介
助
で
動
作

を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ

タ
ー
ン
の
助
言
や
修
正
の
方
法
を
チ
ー
ム

で
検
討
。
衣
類
を
た
た
ん
だ
も
の
を
着
る

順
に
上
か
ら
重
ね
て
用
意
し
て
お
く
な
ど

の
工
夫
に
よ
り
、
あ
る
程
度
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
向

上
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

デ
イ
ケ
ア
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
た
め
に
は
、
セ
ラ

ピ
ス
ト
に
よ
る
的
確
な
評
価
と
、
ケ
ア
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
具
体
的
な
Ａ
Ｄ
Ｌ
訓
練
が

必
要
で
す
。
そ
れ
を
家
族
に
フ
ィ
ー
ド
バッ

ク
し
、
新
た
な
視
点
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
初
め
て
、
家
族
を
含
め
た
「
チ
ー
ム
」

と
な
り
、「
在
宅
介
護
」
と
呼
べ
る
の
で

は
な
い
か
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　

当
施
設
は
医
療
ニ
ー
ズ
の
高
い
高
齢
者

の
入
所
が
70
％
に
上
り
、
胃
瘻
、
吸
引
な

ど
医
療
処
置
を
必
要
と
す
る
方
が
50
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
看
護
職
お

よ
び
介
護
職
の
細
や
か
な
情
報
交
換
が
非

常
に
重
要
で
す
。

　

今
回
、固
定
チ
ー
ム
制
を
導
入
し
、チ
ー

ム
会
の
実
施
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
、
担

当
入
所
者
の
疾
患
・
内
服
薬
・Ａ
Ｄ
Ｌ
に

つ
い
て
の
情
報
収
集
、
病
名
に
関
す
る
勉

強
会
、
疑
似
体
験
を
行
い
、
入
所
者
一

人
一
人
に
あ
わ
せ
た
ケ
ア
を
検
討
し
、
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
を
対
象
と
し
た
固
定
チ
ー
ム

導
入
前
後
の
意
識
調
査
か
ら
も
、
情
報

の
共
有
、
チ
ー
ム
内
で
の
意
見
交
換
の
向

上
が
確
認
で
き
て
い
ま
す
。
こ
の
チ
ー
ム

活
動
に
よ
り
、
新
人
や
ベ
テ
ラ
ン
の
区
別

な
く
、
入
所
者
に
統
一
し
た
ケ
ア
を
提
供

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

入
所
者
の
日
々
の
経
過
を
追
う
こ
と
で
観

察
力
が
高
ま
り
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
気

づ
き
を
得
ら
れ
た
こ
と
も
成
果
で
す
。

　

今
後
も
チ
ー
ム
会
で
の
活
動
を
継
続

し
、
入
所
者
の
個
性
や
変
化
に
対
し
、
ス

タ
ッ
フ
が
同
じ
視
点
で
ケ
ア
を
行
い
、
見
つ

め
て
い
け
る
体
制
を
維
持
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

当
施
設
で
は
新
人
職
員
の
受
け
入
れ
の

際
、
３
年
前
か
ら
プ
リ
セ
プ
タ
ー
シ
ッ
プ
を

導
入
し
て
い
ま
す
。「
プ
リ
セ
プ
タ
ー
」
と

は
新
人
指
導
担
当
ス
タ
ッ
フ
の
こ
と
で
、

入
所
２
年
目
・
先
輩
・
介
護
係
長
各
１

名
が
、
１
年
間
に
わ
た
り
新
人
（
プ
リ
セ

プ
テ
ィ
ー
）
の
指
導
を
務
め
ま
す
。

　

プ
リ
セ
プ
テ
ィ
ー
は
新
人
行
動
記
録
を

記
入
（
１
〜
２
カ
月
間
）。
プ
リ
セ
プ
タ
ー

は
そ
れ
を
確
認
し
、
コ
メ
ン
ト
を
記
入
。

プ
リ
セ
プ
タ
ー
ノ
ー
ト
を
作
成
し
、
月
に
１

〜
２
回
程
度
の
面
接
を
実
施
し
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
は
、
プ
リ
セ
プ
タ
ー
シ
ッ
プ
を
導

入
し
て
良
か
っ
た
と
い
う
意
見
が
95
％
を

占
め
ま
し
た
。
以
前
は
新
人
教
育
担
当
が

日
替
わ
り
で
指
導
者
を
決
め
て
い
ま
し
た

が
、
人
に
よ
り
指
導
方
法
が
異
な
り
、
新

人
が
混
乱
す
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

新
し
い
職
場
に
プ
リ
セ
プ
タ
ー
が
い
れ
ば
、

新
人
は
混
乱
な
く
業
務
を
一
貫
し
て
習
得
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整
容
：
清
潔
ケ
ア 

﹇
第
5
部
﹈

〜
お
い
し
く
ご
飯
を
食
べ
る
た
め
に
〜

静
岡
県 

介
護
老
人
保
健
施
設 

は
る
か
ぜ

﹇
介
護
福
祉
士
﹈

川
口 

真

口
腔
ケ
ア
と
体
の
健
康

業
務
改
善
と
効
率
化 

﹇
第
4
部
﹈

〜
リ
フ
ト
導
入
へ
の
道
の
り
〜

静
岡
県 

介
護
老
人
保
健
施
設 

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
芳
川

﹇
介
護
福
祉
士
﹈

中
村 

紗
雪

腰
痛
予
防
・
持
ち
上
げ
な
い

介
護
の
実
現
の
た
め
に

全
般
的
な
ケ
ア 

﹇
第
5
部
﹈

〜
医
療
過
疎
地
へ
の
復
帰
に
向
け
て
〜

静
岡
県 

介
護
老
人
保
健
施
設 

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
池
田
の
街

﹇
介
護
福
祉
士
﹈

大
畑 
暁
実

チ
ー
ム
で
進
め
た

自
宅
復
帰
支
援

で
き
、
自
信
と
安
心
感
を
得
ら
れ
、
不

安
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
ス

タ
ッ
フ
の
人
間
関
係
づ
く
り
に
も
良
い
影

響
を
も
た
ら
す
と
思
い
ま
す
。

　

指
導
す
る
立
場
の
側
に
と
っ
て
も
、
再

度
業
務
を
見
直
す
機
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
指
導
状
況
の
開
示
方
法
の

再
考
な
ど
改
良
を
重
ね
な
が
ら
、
新
人

は
全
員
で
育
て
る
と
い
う
意
識
を
大
切
に

育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
施
設
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・

腰
痛
健
診
の
結
果
、
68
人
中
46
人
が
腰

痛
の
既
往
・
自
覚
者
で
あ
る
と
わ
か
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
「
腰
痛
予
防
対
策
委

員
会
」
を
設
置
し
、
持
ち
上
げ
な
い
介

護
を
実
現
す
る
た
め
に
、
職
員
の
意
識

改
革
お
よ
び
福
祉
用
リ
フ
ト
の
導
入
を

行
い
ま
し
た
。

　

負
担
の
大
き
い
介
護
動
作
と
し
て
、

車
椅
子
と
ベ
ッ
ド
間
の
移
乗
、
入
浴
や
ト

イ
レ
で
の
ズ
ボ
ン
の
上
げ
下
ろ
し
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
す
で
に
リ
フ
ト
を
活
用
し
て

い
る
施
設
の
見
学
な
ど
か
ら
情
報
収
集

を
開
始
し
、
そ
の
後
、
ス
タ
ッ
フ
に
据
置

型
リ
フ
ト
や
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
の
使

用
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
検
討
を
重
ね

ま
し
た
。

　

最
終
的
に
は
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
リ
フ
ト
の

導
入
を
決
定
。
立
ち
上
が
り
動
作
の
み

を
行
う
リ
フ
ト
で
す
が
、
抱
え
上
げ
て
行

う
動
作
が
な
く
な
り
、
腰
の
負
担
な
く

ズ
ボ
ン
の
上
げ
下
ろ
し
が
可
能
で
す
。
ま

た
ハ
ン
モ
ッ
ク
型
の
よ
う
に
揺
れ
る
こ
と
が

な
い
た
め
、
利
用
者
の
恐
怖
心
が
少
な
い

介
助
が
行
え
ま
す
。

　

デ
モ
機
体
験
時
の
聞
き
取
り
か
ら
、

介
護
経
験
が
５
年
以
上
の
職
員
で
は
導

入
へ
の
賛
成
が
少
な
く
、「
介
護
は
人
の

手
で
し
た
方
が
良
い
」
と
の
思
い
が
強
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
人
力
の
み
の
介

助
か
ら
リ
フ
ト
活
用
に
移
行
で
き
た
の

は
、
実
際
に
福
祉
用
具
を
導
入
し
、
現

場
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
た
め
で
す
。ス
タ
ッ

フ
の
実
感
が
リ
フ
ト
の
選
定
・
導
入
の
後

押
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
給
食
委
員
会
」
を
「
食
事
ケ
ア
委

員
会
」
に
名
称
変
更
し
、
献
立
等
の
み

な
ら
ず
食
事
姿
勢
や
口
腔
ケ
ア
に
ま
で
意

識
を
広
げ
、
在
宅
復
帰
の
取
り
組
み
と

併
せ
て
「
食
卓
で
家
族
と
同
じ
食
事
を

食
べ
る
」
た
め
の
お
口
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

口
腔
ケ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
各
階
に
配
置

し
、
嚥
下
体
操
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て

ケ
ア
を
統
一
。
ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研

究
所
様
の
ご
協
力
の
も
と
口
腔
機
能
検

査
を
実
施
し
、
利
用
者
の
「
お
口
の
元

気
度
」
を
測
定
し
ま
し
た
。
清
潔
度
と

咀
嚼
力
に
問
題
あ
り
と
の
結
果
だ
っ
た
た

め
、
ご
家
族
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ア
に
あ
っ

た
歯
ブ
ラ
シ
が
あ
る
こ
と
を
説
明
。
咀
嚼

力
に
つ
い
て
は
嚥
下
体
操
で
重
点
的
に
取

り
入
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
食
に
対
す
る

意
欲
向
上
の
た
め
、
外
食
ド
ラ
イ
ブ
、
お

や
つ
作
り
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

１
カ
月
間
の
嚥
下
体
操
の
実
施
で
頬

の
周
り
を
動
か
す
機
能
が
改
善
。
利
用

者
に
よ
っ
て
は
発
熱
が
減
り
ま
し
た
。「
お

寿
司
が
食
べ
た
い
」
と
い
う
欲
求
を
そ
の

た
め
の
機
能
づ
く
り
か
ら
取
り
組
み
、
４

年
前
35
％
だ
っ
た
米
飯
提
供
者
は
現
在

51
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
取
り
組
み
か
ら
、
口
腔
ケ
ア

の
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
今
後

さ
ら
に
充
実
を
図
り
、
い
つ
ま
で
も
そ

の
人
ら
し
く
美
し
い
人
生
を
送
れ
る
よ

う
に
、
口
腔
ケ
ア
の
面
か
ら
利
用
者
の

力
を
引
き
出
す
お
手
伝
い
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

多
く
の
問
題
を
乗
り
越
え
、
医
療
過

疎
地
に
あ
る
自
宅
へ
在
宅
復
帰
さ
れ
た

ケ
ー
ス
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　

事
例
は
A
氏
、
59
歳
、
女
性
。
要
介
護

度
5
。
主
な
疾
患
は
子
宮
筋
腫
、
急
性
大

動
脈
解
離
、
脳
梗
塞
。
胃
瘻
。
家
族
構
成

は
夫
、
次
女
、
夫
の
両
親
の
５
人
暮
ら
し
。

自
宅
が
山
間
部
で
生
活
圏
内
に
在
宅
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
施
設
や
医
療
機
関

が
少
な
く
、
在
宅
復
帰
へ
の
不
安
が
大
き
い

な
が
ら
も
、
当
施
設
で
作
成
し
た
「
３
カ
月

パ
ス
」
を
用
い
て
退
所
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

3
カ
月
ご
と
に
実
現
可
能
な
レ
ベ
ル
の
目

標
を
設
定
し
無
理
の
な
い
プ
ラ
ン
を
検
討
。

看
護
師
に
よ
る
経
管
栄
養
の
管
理
指
導
、

介
護
福
祉
士
に
よ
る
排
泄
援
助
を
中
心
と

し
た
日
常
生
活
指
導
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
運
動
指
導
や
経
口
摂
取
訓
練
、
相

談
員
や
居
宅
ケ
ア
マ
ネ
に
よ
る
精
神
的
サ

ポ
ー
ト
な
ど
、
多
職
種
ス
タ
ッ
フ
が
情
報
を

共
有
し
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
入
所
か
ら

在
宅
復
帰
ま
で
９
カ
月
を
要
し
、
自
宅
復

帰
を
実
現
さ
せ
た
今
回
の
事
例
研
究
を
良

い
経
験
と
し
て
、
３
カ
月
パ
ス
を
今
後
ま

す
ま
す
有
効
活
用
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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体
の
水
分
量
は
成
人
男
子
で
体
重
の
60
％
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
は
、
水
分
の
貯
蔵
庫
で
も
あ
る
筋
肉
量
の
減
少
な

ど
に
よ
り
、
50
％
程
度
ま
で
減
少
し
ま
す
。
さ
ら
に
の
ど
の
渇

き
を
感
じ
に
く
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、
日
常
生
活
で
の
水
分

摂
取
も
遅
れ
が
ち
で
す
。
つ
ま
り
、
高
齢
者
で
あ
る
こ
と
は
、

脱
水
状
態
に
移
行
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
か
く
れ
脱
水
」
と
は
、
脱
水
症
状
が
み
ら
れ
る
前
の
段
階

の
こ
と
。
体
の
１
〜
２
％
の
体
液
が
失
わ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。

脱
水
を
放
置
し
て
お
く
と
粘
液
の
減
少
に
よ
っ
て
細
菌
や
ウ
イ

ル
ス
が
侵
入
し
や
す
く
な
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
低
血
圧
、
め
ま
い

に
よ
る
転
倒
・
骨
折
、
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
、
便
秘
、
腎
結
石
、

糖
尿
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
、
市
中
肺
炎
や
心
疾
患
の
罹
患
、

脳
卒
中
の
発
症
（
２
倍
）、
入
院
・
入
所
後
の
せ
ん
妄
、
認
知

や
行
動
の
障
害
な
ど
、
様
々
な
問
題
の
誘
因
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

痛
み
を
感
じ
や
す
く
な
る
の
も
脱
水
症
の
特
徴
で
す
。
お
年

寄
り
が
触
っ
た
だ
け
で
嫌
が
っ
た
り
、
普
段
元
気
が
な
い
の
は
脱

水
症
が
原
因
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
か
が
脱
水
症
と
あ
な

ど
ら
ず
、
し
っ
か
り
と
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

し
か
し
、
特
に
お
年
寄
り
は
症
状
が
分
か
り
に
く
く
、
他
の

病
気
と
よ
く
間
違
え
ら
れ
る
の
が
脱
水
症
の
特
徴
で
も
あ
り

ま
す
。
脳
の
血
流
の
不
足
に
よ
る
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
認

知
低
下
。
電
解
質
の
不
足
に
よ
る
こ
む
ら
返
り
や
し
び
れ
。

汗
が
か
け
な
い
こ
と
に
よ
る
微
熱
な
ど
が
そ
の
症
状
に
あ
た
り

ま
す
。

　

実
際
に
は
高
齢
者
施
設
入
所
者
の
約
23
％
が
か
く
れ
脱
水

の
状
態
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
症
状
の
サ
イ
ン
は
、
最
初
、

粘
膜
や
皮
膚
に
乾
燥
状
態
と
し
て
表
れ
ま
す
。
そ
の
発
見
方

法
と
し
て
は
、
握
手
を
し
て
み
て
手
が
冷
た
く
は
な
い
か
、
舌

が
乾
い
て
は
い
な
い
か
、
爪
を
押
し
て
２
秒
以
内
に
血
色
が
戻

る
か
、
手
の
甲
の
皮
膚
を
つ
ま
ん
で
張
り
が
あ
る
か
の
確
認
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高
齢
者
は
通
常
、
脇
が
湿
っ
て
い
る
も

の
な
の
で
、
脇
の
下
が
乾
い
て
い
る
場
合
も
脱
水
症
が
予
測
さ

れ
ま
す
。

　

症
状
に
気
付
い
た
ら
、
す
ぐ
に
補
水
を
し
て
く
だ
さ
い
。
重

度
の
脱
水
状
態
に
は
点
滴
が
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
軽
度
か
ら
中

等
度
の
脱
水
状
態
に
は
経
口
補
水
療
法
も
一
般
的
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
有
効
な
の
が
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
ブ
ド
ウ

糖
を
含
む
経
口
補
水
液
で
す
。
経
口
補
水
に
よ
る
対
処
は
、

吸
収
が
早
く
即
効
性
が
あ
り
、
効
果
が
確
実
。
ま
た
点
滴
と

異
な
り
ど
こ
で
も
簡
単
に
で
き
る
点
が
優
れ
て
い
ま
す
。
慢
性

的
な
脱
水
状
態
を
避
け
る
た
め
、
高
齢
者
は
時
間
を
決
め
て

定
期
的
に
、
毎
回
２
〜
３
口
程
度
の
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

第１０回東海・北陸ブロック老健大会 IN

ランチョンセミナー
L U N C H E O N  S E M I N A R

浜松    アクトシティ

高
齢
者
に
多
く
み
ら
れ
る

「
か
く
れ
脱
水
」
状
態

R４システムに関して
演者／介護老人保健施設　若宮苑　副施設長　安藤 繁
共催／株式会社レゾナ

SEMINAR
1

あなたの対象者さんは、もしかして脱水症ではありませんか？
＿＿ 簡単な見分け方と経口補水療法による対処法 ＿＿

演者／神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部　栄養学科　教授　谷口 英喜
共催／株式会社大塚製薬工場

SEMINAR
2

心を支えるロボット介護機器
演者／ヒューマン・ケア事業推進部ロボット事業推進室　理事　部長　田中 一正
共催／大和ハウス工業株式会社

SEMINAR
3

随意運動介助型電気刺激装置（IVES）の臨床応用
＿＿ 維持期脳卒中リハビリテーションにおける積極的治療の提案 ＿＿

演者／西大和リハビリテーション病院リハビリテーション部　生野 公貴
共催／オージー技研株式会社

SEMINAR
4

利用者と介護者にとっての療養環境づくり
＿＿ 転倒・転落リスクの軽減へ ＿＿

演者／パラマウントベッド株式会社　技術開発本部　主席研究員　杉山 良子
　　　（元 日本赤十字社　事業局医療事業部　医療完全課長）
共催／パラマウントベッド株式会社

SEMINAR
5

各会場の演題

セ
ミ
ナ
ー
２

〜
簡
単
な
見
分
け
方
と
経
口
補
水
療
法
に
よ
る
対
処
法
〜

演
者
／
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
保
健
福
祉
学
部

　
　
　

栄
養
学
科
﹇
教
授
﹈
谷
口 

英
喜

共
催
／
株
式
会
社
大
塚
製
薬
工
場

あ
な
た
の
対
象
者
さ
ん
は
、

も
し
か
し
て
脱
水
症
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

平成 ３年   福島県立医科大学医学部卒業
横浜市立大学医学部附属病院にて臨床研修医

平成 ７年   横浜市立大学医学部付属病院救命救急センター集中治療室助手
平成 ９年   同本院集中治療部助手
平成１３年　神奈川県立がんセンター麻酔科医長
平成１７年　同NSTチェアマン
平成２１年　神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部栄養学科准教授　

神奈川県立がんセンター麻酔科非常勤医師
平成２３年　４月より同学科教授

谷口  英喜 プロフィール

老健しずおか　臨時号　｜　  9

昭和１９年生まれ。趣味は映画鑑賞・ゴルフ・野球・剣道（二段）。昭和４２年、東京大学文学部社会学科を卒業後、NHKに入社、鹿児島放送局へ赴任。
その後、福岡局、大阪局を経て、昭和５２年に東京アナウンス室へ赴任。昭和６０年に退職後はフリーのTVキャスターとして活躍中。数々の出演番組
の中でも、昭和６１年に放送が始まったTBS「日立 世界ふしぎ発見！」は放送回数１３００回を超える人気長寿番組となっている。

草野  仁プロフィール

第１０回 東海・北陸ブロック老健大会で、タレント草野仁さんに講演していただきました。
「いつもチャレンジ精神で！」というテーマでテレビ番組の裏話やおもしろく大変ためになる話を講演していただきました。

記念講演

タレント　草野　仁
いつもチャレンジ精神で！

東海・北陸ブロック東海・北陸ブロック第１０回東海・北陸ブロック老健大会 浜松    アクトシティIN
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最優秀奨励賞優秀奨励賞

奨励賞

奨励賞奨励賞奨励賞

奨励賞奨励賞奨励賞

　

二
日
目
最
終
日
の
正
午
過
ぎ
、
メ
イ
ン

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
草
野
仁
氏
に
よ
る
記
念

講
演
に
引
き
続
い
て
閉
会
式
が
開
催
さ
れ

た
。
今
回
の
演
題
発
表
に
は
過
去
最
多
の
１

１
７
演
題
が
集
ま
り
、
大
勢
の
参
加
者
が
見

守
る
中
、
優
秀
な
発
表
者
に
対
し
て
表
彰

が
行
わ
れ
た
。

　

最
初
に
発
表
さ
れ
た
の
は
奨
励
賞
。
受
賞

し
た
７
人
に
は
、
施
設
名
と
発
表
者
の
紹
介

と
と
も
に
、静
岡
・
愛
知
・
岐
阜
・三
重
・
石
川
・

富
山
・
福
井
の
各
県
支
部
長
（
代
理
含
む
）

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

優
秀
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、
愛
知

県
豊
川
老
人
保
健
施
設
ケ
ア
リ
ゾ
ー
ト 
オ

リ
ー
ブ　

理
学
療
法
士 

矢
田
靖
典
さ
ん
。

演
題
は
「
防
災
訓
練
W
E
E
K  

〜
一
週

間
か
け
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
よ
う
！
」

　

最
後
に
発
表
さ
れ
た
の
は
最
優
秀
奨
励

賞
。
地
元
静
岡
県
の
介
護
老
人
保
健
施
設

は
る
か
ぜ 

介
護
福
祉
士　

川
口 

真
さ
ん
に

よ
る
発
表
だ
っ
た
。
演
題
は
「
口
腔
ケ
ア
と

体
の
健
康　

〜
お
い
し
く
ご
飯
を
食
べ
る
た

め
に
〜
」

　

表
彰
に
よ
っ
て
そ
の
発
表
を
た
た
え
ら
れ

る
と
と
も
に
、
今
後
一
層
の
飛
躍
を
期
待
さ

れ
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

第１０回東海・北陸ブロック老健大会 表彰式

最優秀奨励賞を受賞したのは地元静岡

福井県支部

介護老人保健施設ディーパあかね

山本 和美 氏

石川県支部

介護老人保健施設金沢春日ケアセンター

綿谷 幸恵 氏

岐阜県支部

介護老人保健施設ラポール

翠 訓男 氏

三重県支部

介護老人保健施設みずほの里

奥出 望 氏

愛知県支部

老人保健施設　洋洋園

吉田 吏志 氏

静岡県支部

介護老人保健施設 入野ケアセンター

松本 清誉 氏

B会場  整容：清潔ケア

口腔ケアと体の健康
～おいしくご飯を食べるために～

静岡県　介護老人保健施設　はるかぜ

［介護福祉士］　川口 真 氏

C会場  リスクマネジメント（各種対策）

防災訓練WEEK
～一週間かけた防災訓練を実施しよう！～

愛知県　豊川老人保健施設ケアリゾートオリーブ

［理学療法士］　矢田 靖典 氏

最優秀奨励賞優秀奨励賞

奨励賞

富山県支部

介護老人保健施設にしの老人保健施設

片瀬 元気 氏

奨励賞奨励賞奨励賞

奨励賞奨励賞奨励賞

老健しずおか　臨時号　｜　  11

閉会式
会長　北中　勇

石川県介護老人保健施設協議会

「
金
沢
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
方
、
本
当
に
ど
う
も
お
疲
れ
様
で
す
。
第
十
回

の
記
念
大
会
に
ふ
さ
わ
し
く
、
千
人
の
参
加
者
、
そ
し
て
百
演
題
を

集
め
た
静
岡
大
会
は
、
盛
大
に
、
か
つ
成
功
裏
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ

と
に
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
中
島
大
会
会
長

を
は
じ
め
、
運
営
に
関
わ
ら
れ
た
方
々
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
も
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
来
年
は
石
川
県
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
昨
年
、
全
国
大
会
を

担
っ
た
ば
か
り
で
、
特
に
こ
の
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
の
皆
さ
ま
に
は
、

た
い
へ
ん
多
く
の
ご
参
加
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で
誠
に
恐
縮
で
あ
り
ま
す
。

再
び
石
川 

金
沢
へ
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
来
春
３
月
に
は
北
陸
新
幹
線
の
開
通
を
控
え
、
会
場
を
昨
年
の

県
立
音
楽
堂
か
ら
、
金
沢
駅
か
ら
少
し
離
れ
た
金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル
へ

移
し
ま
す
。
ま
た
違
う
大
会
で
の
開
催
と
な
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

に
精
一
杯
の
お
も
て
な
し
で
お
迎
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
回
の
静
岡
大
会
に
も
劣

ら
な
い
く
ら
い
の
多
く
の
皆
さ
ま
方
の
ご
参
加
を

心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
、
閉
会
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
当
に
ど
う
も
ご
苦

労
様
で
し
た
、
そ
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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﹇
石
川
県
﹈

介
護
老
人
保
健
施
設

加
賀
中
央

メ
デ
ィ
ケ
ア
ホ
ー
ム

﹇
施
設
長
﹈

前
川
政
明
氏

﹇
静
岡
県
﹈

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
瀬
名

﹇
主
任
相
談
員
﹈

深
澤
哲
朗
氏

﹇
富
山
県
﹈

新
川
老
人
保
健
施
設

﹇
介
護
主
任
﹈

野
村
克
巳
氏

﹇
愛
知
県
﹈

老
人
保
健
施
設

シ
ル
ピ
ス
大
磯

﹇
言
語
聴
覚
士
﹈

杉
本
真
夕
氏

県
外
参
加
者

県
内
参
加
者

参加者の声
２日間、会場内のさまざまな場所で参加者の方に声をかけ、本大会の感想、日々のお仕事のことなどをお聞きしました。

忙しい業務をやりくりして全国から本大会に参加された皆様、そして暑いなか、
運営スタッフとしてご尽力いただいた静岡県の老健施設職員の方々、本当にお疲れさまでした。

大 会 参 加 者 イ ン タ ビ ュ ー

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
そ
の
人
ら
し
く
、
美
し
く
」

で
、
非
常
に
興
味
を
持
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

浜
松
駅
よ
り
会
場
ま
で
は
近
く
て
便
利
も
よ
く
、

梅
雨
の
晴
れ
間
の
さ
わ
や
か
な
風
と
出
世
大
名
家

康
君
に
迎
え
ら
れ
、
好
印
象
で
し
た
。

　

私
は
座
長
と
し
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
、Ａ
会
場

第
５
部
を
担
当
し
ま
し
た
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
全
般

的
ケ
ア
で
ケ
ア
の
質
の
向
上
と
チ
ー
ム
ケ
ア
の
発
表

内
容
で
し
た
。
次
に
草
野
仁
さ
ん
の
記
念
講
演
を

控
え
、
時
間
調
整
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
ど
の
発

表
も
「
そ
の
人
ら
し
く
、
美
し
く
」
を
支
援
す
る

た
め
に
様
々
な
取
り
組
み
や
工
夫
が
み
ら
れ
ま
し

た
。
共
通
点
は
「
そ
の
人
を
知
る
」「
そ
の
人
の

立
場
に
な
り
共
に
考
え
る
」「
情
報
を
共
有
す
る
」

「
多
職
種
が
連
携
す
る
」
で
し
た
。
他
部
門
の
発

表
や
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」
の
講
演
も
聞
き
、
浜

松
名
物
の
う
な
ぎ
パ
イ
と
共
に
お
土
産
に
持
っ
て
帰

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
老
健
大
会
に
聴
講
者
と
し
て
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
診
療
報
酬
改
正
か
ら
地
域
包

括
ケ
ア
に
お
い
て
の
老
健
の
役
割
と
し
て
今
後
も

在
宅
復
帰
機
能
が
強
化
さ
れ
て
い
く
内
容
の
話

を
分
か
り
や
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

演
題
発
表
で
は
今
マ
イ
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
認

知
症
ケ
ア
に
つ
い
て
、
当
施
設
で
問
題
に
な
っ
て
い
る

職
員
教
育
が
し
っ
か
り
と
確
立
さ
れ
て
い
な
い
問

題
、
忙
し
さ
や
人
手
不
足
を
言
い
訳
に
し
て
い
る

現
状
を
打
破
で
き
れ
ば
と
テ
ー
マ
を
認
知
症
と
業

務
改
善
に
絞
り
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
学
ぶ
も

の
・
共
感
で
き
る
内
容
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
中
で

も
回
想
法
や
利
用
者
に
合
わ
せ
て
の
小
グ
ル
ー
プ
レ

ク
・
部
屋
別
で
の
レ
ク
な
ど
直
ぐ
に
で
も
実
践
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
環
境
整
備
を
点

数
化
し
良
か
っ
た
職
員
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
贈
呈
を
す

る
と
いっ
た
も
の
は
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
ア
レ
ン
ジ
し

て
取
り
入
れ
る
こ
と
で
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
に
繋
が
れ
ば
と
参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
草
野
仁
氏
が
「
世
界
ふ
し
ぎ

発
見
」
の
黒
柳
徹
子
さ
ん
獲
得
の
裏
話
な
ど
話

さ
れ
、
い
つ
も
見
て
い
る
テ
レ
ビ
番
組
の
裏
側
を
楽

し
く
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

最
後
に
今
回
参
加
し
、
他
施
設
の
い
ろ
い
ろ
な

取
り
組
み
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
専
門
職
と
し
て

向
上
心
を
忘
れ
ず
日
々
精
進
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ん
だ
よ
う
な
気
が
致
し
ま
す
。

　　　

ラ
ン
チ
ョン
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
脱
水
症
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
脱
水
症
の
発
見
方

法
や
脱
水
が
も
た
ら
す
症
状
等
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、

当
施
設
に
お
い
て
も
脱
水
症
を
防
い
で
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
当
施
設
で
は
誤
嚥
性
肺
炎
予
防

の
た
め
に
、
日
々
多
職
種
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
高
齢
者
の
誤
嚥
性
肺
炎
に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
に
参
加
し
、
摂
食
嚥

下
に
対
す
る
他
施
設
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他
施
設
の
取
り
組
み
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
当
施
設
で
の
取
り
組
み
を
再

度
考
え
、
入
所
者
の
誤
嚥
性
肺
炎
を
防
い
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
老
健
大
会
を
通
じ
て
、
日
々
の
業
務
に

追
わ
れ
て
見
落
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
事
や
気
付

い
て
い
な
い
こ
と
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

現
在
、
老
人
保
健
施
設
に
は
、
在
宅
復
帰
支

援
と
終
末
期
支
援
と
い
う
二
つ
の
役
割
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
役
割
の
下
で
、
ご
利
用
者
の
方
や
ご
家

族
の
方
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
何
を
希

望
し
て
い
る
の
か
」
を
施
設
が
的
確
に
把
握
し
ア

プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
か
な
く
て
は
、
ニ
ー
ズ
を
実
現

す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
老
人
保
健
施
設
と
し
て
の
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﹇
静
岡
県
﹈

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う

﹇
訪
問
介
護
事
業
所
﹈

蒔
田
美
保
氏

秋
田
い
つ
恵
氏

﹇
静
岡
県
﹈

介
護
老
人
保
健
施
設

あ
み

﹇
作
業
療
法
士
﹈

中
村
佳
菜
子
氏

﹇
静
岡
県
﹈

介
護
老
人
保
健
施
設

あ
み

﹇
介
護
福
祉
士
﹈

小
林
哉
子
氏

﹇
静
岡
県
﹈

介
護
老
人
保
健
施
設

サ
ン
静
浦

﹇
介
護
福
祉
士
／

介
護
リ
ー
ダ
ー
﹈

久
保
田
有
希
氏

下
里
実
野
氏

役
割
を
果
た
す
こ
と
も
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う

と
思
い
ま
す
。

　

事
例
報
告
で
は
、
個
別
的
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

方
法
や
ニ
ー
ズ
の
実
現
に
あ
た
っ
て
の
他
職
種
間

の
連
携
方
法
、
日
常
業
務
へ
の
取
り
組
み
方
法

な
ど
、
各
施
設
に
お
い
て
の
様
々
な
取
り
組
み
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
刺
激
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
今
回
の
老
健
大
会
で
得
た
知
識
を
参

考
に
し
て
、「
一
つ
で
も
多
く
の
ニ
ー
ズ
を
実
現

し
て
い
く
こ
と
」
に
協
力
し
て
い
け
る
よ
う
日
々

の
業
務
に
あ
た
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　　

こ
の
た
び
、
本
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
排
泄
、

認
知
症
、
褥
瘡
等
の
テ
ー
マ
が
多
く
、
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
口
腔
ケ
ア
に
関
し

て
は
、
興
味
深
く
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
今
、
口
腔
ケ
ア
は
、
ど
こ
の
職
場
で
も
力

を
入
れ
て
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、
過
日
、

当
事
業
所
で
歯
科
衛
生
士
か
ら
口
腔
ケ
ア
の
指

導
を
受
け
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
口
腔
内
の

状
態
に
よ
っ
て
使
用
す
る
歯
ブ
ラ
シ
や
舌
ブ
ラ
シ

の
使
い
方
や
、
唾
液
の
分
泌
を
促
す
マ
ッ
サ
ー
ジ

方
法
等
を
学
び
ま
し
た
。
口
腔
内
環
境
、
食
事

形
態
、
咀
嚼
力
、
嚥
下
力
に
配
慮
し
、
安
全
に

食
事
が
摂
れ
る
よ
う
支
援
し
た
い
と
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
感
じ
ま
し
た
。

　

褥
瘡
に
関
し
て
も
、
発
表
に
も
あ
っ
た
よ
う

に
、
小
さ
い
発
赤
が
褥
瘡
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
を
常
に
意
識
し
、
日
頃
の
観
察
、
早
期
発
見
、

早
期
予
防
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま

し
た
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
よ
り
利
用
者
さ
ん
に
近
い

存
在
の
私
た
ち
は
、
訪
問
看
護
よ
り
訪
問
回
数

が
多
く
、
日
々
の
変
化
に
気
付
け
る
こ
と
が
あ

る
と
考
え
、
利
用
者
さ
ん
が
発
す
る
信
号
を
受

信
で
き
る
知
識
を
一つ
で
も
多
く
持
っ
て
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　　　

私
が
、
今
回
の
東
海
・
北
陸
ブ
ロッ
ク
老
健
大

会
に
参
加
し
、
聞
き
た
か
っ
た
演
題
は
在
宅
復

帰
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
で
し
た
。
実
際
に
発
表

を
聞
き
、
利
用
者
の
役
割
を
発
見
す
る
事
や
、

役
割
の
確
立
を
し
な
が
ら
、
心
身
機
能
向
上
を

目
標
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
事
の
重
要

性
、
ま
た
、
利
用
者
様
と
ご
家
族
の
協
力
の
も

と
外
出
や
外
泊
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
の
必
要

性
と
復
帰
後
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
確
立
が
重
要

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

当
施
設
で
も
、
利
用
者
や
家
族
、
ま
た
他
職

種
と
し
っ
か
り
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
一
人

で
も
多
く
在
宅
復
帰
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　　

今
回
、
大
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
い
く
つ

か
の
演
題
発
表
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
自

身
も
職
員
の
指
導
を
す
る
立
場
で
あ
り
、
是
非

参
考
に
さ
せ
て
頂
き
た
い
「
プ
リ
セ
プ
タ
ー
導
入
」

に
関
し
て
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
当
施

設
で
は
現
在
、
日
替
わ
り
で
指
導
者
が
変
わ
る

シ
ス
テ
ム
で
、
入
職
者
に
混
乱
、
不
安
を
感
じ

さ
せ
て
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
プ
リ
セ
プ
タ
ー

シ
ス
テ
ム
導
入
を
す
る
こ
と
で
職
員
全
体
の
教
育

に
関
す
る
意
識
も
高
ま
り
、
職
場
環
境
も
よ
り

よ
く
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
演
題
発
表
を
参
考
に
、
計
画
的
に
実

践
を
し
て
い
き
、
働
き
や
す
い
職
場
作
り
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　　

第
10
回
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
老
健
大
会
に
参

加
し
、
私
は
多
職
種
協
働
に
よ
る
自
力
摂
取
支

援
に
関
す
る
発
表
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
発
表
し
た
１
事
例
だ
け
で
無
く
、
施
設

内
で
は
多
職
種
が
連
携
す
る
こ
と
で
日
々
の
業
務

が
動
い
て
い
ま
す
。
今
大
会
で
も
他
の
施
設
の
方

の
取
り
組
み
を
聞
き
、
施
設
に
持
ち
帰
っ
て
参

考
に
し
た
い
と
思
う
こ
と
や
、
介
護
職
以
外
の

方
の
興
味
深
い
演
題
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ど

の
施
設
も
日
々
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
、
参
加
し
て
本
当
に
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
会
場
に
来
ら
れ
て
い
た
方
々

も
熱
心
な
方
が
多
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

介
護
の
仕
事
に
従
事
す
る
職
員
数
は
現
状
１

５
０
万
人
も
い
る
そ
う
で
す
が
、
国
の
試
算
で
は

２
０
２
５
年
に
は
今
よ
り
１
０
０
万
人
多
い
２
５

０
万
人
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
10
年
後
は

遠
い
将
来
の
よ
う
に
考
え
ま
す
が
、
介
護
の
仕

事
は
そ
れ
だ
け
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
で
あ
る
と

理
解
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
利
用
者
様
に
と
っ
て
最
善
の
サ
ー
ビ
ス
と

は
何
だ
ろ
う
と
思
い
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

当
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
時
間
は
笑
顔
で
過

ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
サ
ン
静
浦
で
過
ご
す
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
ケ
ア

を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
利
用
者

様
が
安
心
し
て
、
ま
た
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
施

設
全
体
で
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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介護老人保健施設の 理念と役割
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題字 タカネ園習字クラブ

［ 5つの役割と機能 ］
 ｜ 包括的ケアサービス施設 ｜ リハビリテーション施設 ｜ 在宅復帰施設 ｜ 在宅生活支援施設 ｜ 地域に根ざした施設 ｜ 

介護老人保健施設は、利用者の尊厳を守り、安全に配慮しながら、
生活機能の維持・向上をめざし総合的に援助します。

また、家族や地域の人びと・機関と協力し、安心して自立した在宅生活が続けられるよう支援します。

利用者の意思を尊重し、望ましい在宅または施設生活が過ごせるようチームで支援します。
そのため、利用者に応じた目標と支援計画を立て、必要な医療、看護や介護、リハビリテーションを提供します。

介護老人保健施設の 理念と役割

包括的ケアサービス施設ⅠⅠ

体力や基本動作能力の獲得、活動や参加の促進、家庭環境の調整など生活機能向上を目的に、
集中的な維持期リハビリテーションを行います。

リハビリテーション施設ⅡⅡ

脳卒中、廃用症候群、認知症等による個々の状態像に応じて、
多職種からなるチームケアを行い、早期の在宅復帰に努めます。

在宅復帰施設ⅢⅢ

自立した在宅生活が継続できるよう、介護予防に努め、入所や通所・訪問リハビリテーションなどの
サービスを提供するとともに、他サービス機関と連携して総合的に支援し、家族の介護負担の軽減に努めます。

在宅生活支援施設ⅣⅣ

家族や地域住民と交流し情報提供を行い、さまざまなケアの相談に対応します。
市町村自治体や各種事業者、保健・医療・福祉機関などと連携し、地域と一体となったケアを積極的に担います。
また、評価・情報公開を積極的に行い、サービスの向上に努めます。

地域に根ざした施設ⅤⅤ

［ 理念 ］


